
















マターナル PKU の問題を考える場合、どうしても必要な事は、PKU 患児、特に治療を受け

た女児が、生殖年令に達した時、マターナル PKU のことをよく説明し、妊娠する前から低

フェニールアラニン食を始めることが大切であると云うことを指導することである。 

その為には PKU で治療を受けた女性がどこで追跡管理を受けているか、小児科医から内科

医を経て産婦人科医へのバトンタッチがスムースに行われる事が、何よりも大切である。

そこで、現在各都道府県に、何才の PKU 女性が何人居るかを調査した。 

方法:特殊ミルク事務局で把握して居られる情報、厚生省発表の発生状況、各都道府県の検

査所ならびに日母各支部よりの情報をもとに作製した。 


